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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 9,064 9.7 1,007 1.7 1,030 3.2 694 3.7

2021年３月期第３四半期 8,259 5.1 990 4.1 998 2.0 669 3.8

(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 726百万円 ( △13.7％) 2021年３月期第３四半期 841百万円 ( 9.4％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 224.73 ―

2021年３月期第３四半期 208.71 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 19,364 14,033 71.4

2021年３月期 18,988 13,461 69.8

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 13,819百万円 2021年３月期 13,253百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　2021年３月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

　2022年３月期 ― 25.00 ―

　2022年３月期(予想) 25.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 1.6 1,470 2.3 1,500 2.8 1,020 2.8 321.34

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ― 社 (社名) 、除外 ― 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 3,420,000株 2021年３月期 3,420,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 330,377株 2021年３月期 330,334株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 3,089,665株 2021年３月期３Ｑ 3,208,143株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、COVID-19感染拡大の防止策を講じつつ、社会経済活動のレベ

ルを引き上げていく中で、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、少しずつ持ち直しつつあります。

このような環境のもと当社グループは、徹底した感染防止策を講じつつ引き続き営業力の強化に注力するととも

に、医療・介護・福祉等の現場で、蓄積した各種ノウハウを活用し、多様化する顧客ニーズに即した迅速な対応に

努めてまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は9,064百万円（前年同四半期比9.7%増）、営業利益

は1,007百万円（前年同四半期比1.7%増）、経常利益は1,030百万円（前年同四半期比3.2%増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は694百万円（前年同四半期比3.7%増）となりました。

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

①医療用ガス関連事業

当部門は、COVID-19の世界規模での拡大に伴う影響を受けておりましたが、外来・入院・手術・検査等の回復、

新型コロナ患者向けの需要増も相俟って、医療用酸素並びに医療用二酸化炭素の出荷量は堅調に推移しました。

「新型コロナウイルス感染症の診療の手引き・第6.0版」にハイフローセラピー（高流量酸素療法）が追加されたこ

とを受け、同療法を導入した医療機関については、特に医療用酸素使用量の変化を注視しました。また、感染症対

策製品の拡販も継続しました。

これらの結果、売上高は2,601百万円（前年同四半期比8.3%増）、セグメント利益は391百万円（前年同四半期比

32.2%増）となりました。

②在宅医療関連事業

当部門は、COVID-19の影響に伴う在宅医療へのシフトを受け、在宅酸素関連事業は好調に推移しました。

また、次世代ヘルスケアとして、情報通信機器を用いた様々な医療サービスが期待される中、医療従事者と患者

様の新しい懸け橋として、医師不足や遠隔地等、急速に高まる医療需要への対応として「オンライン診療システ

ム」の提供を推進してまいりました。

これらの結果、売上高は4,063百万円（前年同四半期比12.1%増）、セグメント利益は357百万円（前年同四半期比

12.7%減）となりました。

③医療用ガス設備工事関連事業

当部門は、医療機関に対し医療用ガスを中心とした設備工事並びに保守点検業務を行っております。設備工事は

完工物件が減少した一方、COVID-19の慎静化に伴い保守点検業務は回復してまいりました。

これらの結果、売上高は523百万円（前年同四半期比12.5%減）、セグメント利益は91百万円（前年同四半期比

43.6%増）となりました。

④介護福祉関連事業

当部門は、介護福祉関連機器のレンタル及び販売部門において、地域包括支援センターや居宅介護支援事業者へ

の継続的な営業活動を図ることによりレンタル売上が順調に推移しました。

また、訪問看護事業所は、都内3拠点を事業基盤として、地域へのPR活動強化による認知度アップとスタッフの増

員など運営体制の充実を図り、順調に推移しました。

これらの結果、売上高は662百万円（前年同四半期比9.0%増）、セグメント利益は41百万円(前年同四半期比60.3%

減）となりました。

⑤施設介護関連事業

当部門は、有料老人ホーム「ライフステージ阿佐ヶ谷」（東京都杉並区）におきましては、24時間看護師常駐や

地元医療機関との連携の更なる構築を図り、高付加価値サービスの提供と、人材育成の体制を強化しました。また、

入居者様の多様なニーズを把握したうえで、COVID-19の感染予防とまん延防止を最重視した運営を徹底することで

入居者様、ご家族様への「安心」「安全」をお届けし、入居率の向上に努めました。

通所介護施設「あしつよ・文京」（東京都文京区）、「あしつよ巣鴨」（東京都豊島区）、「あしつよ王子」

（東京都北区）におきましても、感染防止に留意しつつ、地元密着型のサービスの提供と顧客ニーズの多様化に対

応した稼働率アップを図りました。

これらの結果、売上高は268百万円（前年同四半期比1.0%減）、セグメント利益は8百万円（前年同四半期比53.8%

減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は19,364百万円（前連結会計年度末比376百万円増）となりました。これは

主に、棚卸資産が224百万円、有形固定資産が454百万円、無形固定資産のうちソフトウエア仮勘定が79百万円、投

資有価証券が80百万円増加し、現金及び預金が176百万円、受取手形及び売掛金が293百万円減少したこと等による

ものであります。

負債合計は5,331百万円（前連結会計年度末比195百万円減）となりました。これは主に、流動負債のその他のう

ち、未払費用が85百万円、リース債務が85百万円、固定負債のその他のうち、リース債務が98百万円、役員退職慰

労引当金が44百万円増加し、未払法人税等が222百万円、賞与引当金が83百万円、流動負債のその他のうち、未払金

が91百万円、未払消費税等が90百万円減少したこと等によるものであります。

純資産は14,033百万円（前連結会計年度末比571百万円増）となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四

半期純利益の計上と配当金の支払い等により利益剰余金が539百万円、その他有価証券評価差額金が41百万円増加し

たこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期通期の連結業績予想につきましては、2021年５月14日発表の業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,412,714 8,236,602

受取手形及び売掛金 2,488,846 2,195,265

棚卸資産 132,235 356,484

その他 90,339 108,276

貸倒引当金 △2,227 △2,065

流動資産合計 11,121,908 10,894,563

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,112,473 1,070,766

土地 3,261,037 3,462,663

その他（純額） 1,438,192 1,732,563

有形固定資産合計 5,811,703 6,265,993

無形固定資産 8,743 85,980

投資その他の資産

投資有価証券 947,067 1,027,319

その他 1,100,604 1,092,087

貸倒引当金 △1,766 △1,136

投資その他の資産合計 2,045,905 2,118,270

固定資産合計 7,866,352 8,470,244

資産合計 18,988,261 19,364,808

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,385,394 2,328,481

未払法人税等 324,494 102,143

賞与引当金 154,700 71,300

その他 1,263,270 1,286,628

流動負債合計 4,127,859 3,788,552

固定負債

役員退職慰労引当金 757,770 802,500

長期預り保証金 5,145 5,145

その他 636,166 735,567

固定負債合計 1,399,081 1,543,212

負債合計 5,526,940 5,331,765
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 436,180 436,180

資本剰余金 528,801 528,801

利益剰余金 12,879,260 13,419,121

自己株式 △933,142 △933,300

株主資本合計 12,911,099 13,450,802

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 263,226 305,054

退職給付に係る調整累計額 78,897 64,065

その他の包括利益累計額合計 342,124 369,120

非支配株主持分 208,097 213,120

純資産合計 13,461,320 14,033,042

負債純資産合計 18,988,261 19,364,808

　



株式会社星医療酸器(7634) 2022年３月期 第３四半期決算短信

― 6 ―

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 8,259,550 9,064,849

売上原価 4,033,904 4,611,554

売上総利益 4,225,645 4,453,295

販売費及び一般管理費 3,235,179 3,445,521

営業利益 990,466 1,007,773

営業外収益

受取利息 2,029 1,283

受取配当金 15,501 16,500

受取家賃 7,663 7,537

仕入割引 3,789 2,671

その他 8,363 3,895

営業外収益合計 37,348 31,888

営業外費用

支払利息 3,796 6,272

災害による損失 2,200 ―

自己株式取得費用 21,329 ―

その他 1,538 2,853

営業外費用合計 28,865 9,125

経常利益 998,949 1,030,536

特別利益

固定資産売却益 27,230 1,916

特別利益合計 27,230 1,916

特別損失

固定資産売却損 14,702 ―

固定資産除却損 19,370 72

投資有価証券売却損 1,061 ―

特別損失合計 35,134 72

税金等調整前四半期純利益 991,046 1,032,379

法人税等 317,733 330,800

四半期純利益 673,312 701,579

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,726 7,235

親会社株主に帰属する四半期純利益 669,585 694,344
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 673,312 701,579

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 157,672 40,280

退職給付に係る調整額 10,733 △15,495

その他の包括利益合計 168,406 24,784

四半期包括利益 841,718 726,363

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 835,683 721,340

非支配株主に係る四半期包括利益 6,035 5,023
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影

響もありません。なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項

に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報

を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありま

せん。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他 合計医療用ガス
関連事業

在宅医療
関連事業

医療用ガス
設備工事
関連事業

介護福祉
関連事業

施設介護
関連事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

2,402,492 3,623,026 598,339 607,858 271,579 7,503,296 756,253 8,259,550

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 65,913 ― ― 65,913 ― 65,913

計 2,402,492 3,623,026 664,252 607,858 271,579 7,569,209 756,253 8,325,463

セグメント利益 295,980 408,860 63,909 103,511 17,844 890,105 100,360 990,466

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 890,105

　「その他」の区分の利益 100,360

　セグメント間取引の消去 ―

　四半期連結損益計算書の営業利益 990,466

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他 合計医療用ガス
関連事業

在宅医療
関連事業

医療用ガス
設備工事
関連事業

介護福祉
関連事業

施設介護
関連事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

2,601,422 4,063,044 523,337 662,693 268,862 8,119,359 945,490 9,064,849

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 73,268 ― ― 73,268 ― 73,268

計 2,601,422 4,063,044 596,605 662,693 268,862 8,192,628 945,490 9,138,118

セグメント利益 391,326 357,056 91,758 41,056 8,244 889,442 118,331 1,007,773

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 889,442

　「その他」の区分の利益 118,331

　セグメント間取引の消去 ―

　四半期連結損益計算書の営業利益 1,007,773

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

　


